
 

返戻と査定対処法 

 

1 返戻（介護給付明細書の場合） 

介護給付費明細書に不備があった場合に各事業所に差し戻されること。 

 

受給者の介護保険番号、生年月日の誤り、要介護状態区分や認定有効期間の漏れなどが原因 

居宅介護支援事業所、包括支援センターで作成する給付管理票にはこのような返戻はない。    

 

  ◆対処法 明細書の誤り、漏れを訂正し、再請求 

 

 

 

 

 

 

2 査定 

サービス単位の増減査定のこと 

 

給付管理票と介護給付費明細書の情報の突合せにより、居宅サービス事業の請求が給付管理票の単位数を上回って

いた場合に行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆対処法 

  

 

 

 

 

3 過誤 

国保連で保険者からの受給者情報をもとに点検・審査を行い、その結果に対し、保険者が受給者情報を発見した場

合や事業所によって誤りの発見がされた場合に請求を取り下げることができる。 

 

国保連に対する過誤申し立ては保険者が行う。したがって居宅サービス事業者は保険者に申し立てを行うことがで

きる。 

 

 

 

居宅介護支援事業所 ⇒単位数を訂正した給付管理票の再提出 

 

サービス支援事業所 ⇒査定に対する処理は必要ない 

介護サービス事業所    居宅介護支援事業所、包括支援センター 

誤りを直し再請求 返戻の対処は必要ない 

 
サービス支援事業所 居宅介護支援事業所 

251 単位 
230 単位 

突合せ 

21 単位

の減算

査定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

国保連における介護給付明細書の点検項目について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

国保連の審査項目について 

【ステップ 1  事業所・利用者情報のチェック】 

国保連に登録されている情報 

台帳名 登録内容 

事業所台帳 

・事業所番号 

・指定/基準該当区分コード 

・事業所のサービス種類ごとの届出情報等 

 

事業所名 事業所番号 サービス種類コード 

A 事業所 487258263 11 訪問介護 

B 事業所 487258265 15 通所介護 

 

 

過誤申し立て 

受給者台帳の誤り 

請求実績の取り下げ 

居宅サービス事業所 

市町村に対し過誤申し立て 

過誤処理 

通常過誤 

給付の実績取り下げのみを行う処理 

 

 

 

同月過誤 

給付実績の取り下げと再請求を同月に行う処理 

同月に再請求を行うことで差額調整を行い、支払額へ

の影響を軽減できる。 

過誤処理 再請求 
処理が終わってから 

介護給付明細書のチェック項目 

【ステップ 1  事業所・利用者情報のチェック】 

国保連に登録されている事業所台帳・受給者台帳とのチェック 

【ステップ 2  実績（単位数）のチェック】 

居宅支援介護事業所から提出される給付管理票との突合 



 

 

 

  

 

 

国保連に登録されている事業所台帳・受給者台帳と給付明細書とのチェックを行う。 

事業所等から送付された介護給付費請求書・明細書情報については、点検の際誤りがあったものは、原則「返戻」

の扱いとなる。 

また、居宅サービス費等の請求のうち、対応する給付管理票情報が未提出で「返戻」扱いとなる場合には、各国保

連合会の判断により一定期間保留扱いとする。 

国保連合会における主な点検事項は次のとおり。 

点検項目 点検内容 エラー時の取り扱い 

サービス提供年月 審査年月以前であるか。 返戻 

保険者番号 保険者台帳に登録されているか。 返戻 

公費負担者番号 公費負担者台帳に登録されているか。 返戻 

事業所番号 事業所台帳に登録されているか。 返戻 

 

再審査（給付管理票の訂正）と過誤処理の関係について 

同一審査月に、同一被保険者の同一サービス提供月の、給付管理票の訂正（再審査）とサービス事業所からの過誤

処理については、給付管理票の訂正はできない。 

審査が確定し、支払が終了したのち、給付管理票の訂正とサービス事業所の過誤取り消しをしなければならない場

合の処理につては次の通り 

 

処理月 ケアプランセンター サービス事業所  国保連 

4 月     

5 月  過誤申請     

    

6 月 給付管理票訂正     

    

7 月  請求明細書再請求   

 

受給者台帳 

・被保険者番号    ・要介護度区分 

・氏名        ・認定有効期間 

・年齢        ・居宅サービス計画作成区分 

・生年月日 ・作成事業所番号   

・性別 

審査（支払）決定 

支払決定額取消 

修正依頼 

訂正審査完了 

給付管理票再審査 

給付明細書再審査 



    

8 月 訂正支払額支払 訂正支払額支払   

 

被保険者番号 

要介護状態区分 

認定有効期間 

居宅サービス計画 

受給者台帳と照合し、一致することを確認する。 返戻 

開始・中止年月日 

入・退所年月日 

入所実日数 

外泊日数 

日付の妥当性を確認する。 返戻 

サービスコード 

単位数 

日数・回数 

単位数表等に定められている内容と一致するか 
返戻または査定 

確認する。 

緊急時施設療養費 

特定診療費 

特別療養費 

請求内容が適正であるかを確認する。 返戻または査定 

 

【ステップ 2  実績（単位数）のチェック】 

給付管理票との突合のイメージ         

給付管理票                           請求書（A 事業者）  

 

 

 

 

 

        請求書（B 事業者） 

 

 

 

 

 

     請求書(C 事業所) 

サービス内容 単位数 

身体介護×× 60 

 

 

 

 

 

 

事業者 サービス種類 単位数 

A 事業者 訪問介護 200 

B 事業者 訪問介護 100 

B 事業者 訪問入浴 100 

      

      

サービス内容 単位数 

身体介護○○  90 

生活援助△△  110 

訪問入浴○○ 60 

サービス内容 単位数 

身体介護△△ 50 

生活援助□□  70 

訪問入浴○○ 100 

再審査（再決定額）

決定 

⇒OK⇒

OK 

⇒査定  

⇒査定 

⇒ 査 定

⇒OK 

⇒査定 

■結果 

 

  A 事業者 

   訪問介護 200 ：OK 

    訪問入浴 60  ：査定 

 B 事業者 

   訪問介護 120 ：査定 

   訪問入浴 100 ：OK 

 C 事業者     ；査定 



＊【ステップ 2 実績（単位数）のチェック】国保連における給付管理票と介護給付明細書との突合審査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給付管理票の点検 

①サービス計画月の区分支給限度額として妥当であるかどうかのチェック 

②各事業所にケアマネージャーが割り当てたサービスの給付単位数の合計が各支給限度額の範囲内

であるかどうかのチェック 

A 事業所の請求明細書の審査 

①給付管理票に記載された事業所であるかどうかのチェック 

②請求金額（単位数）が給付管理票で割り当てられた A 事業所の訪問介護サービス 200 単位の範

囲内であるかどうか 

③A 事業所に割り当てられたサービス以外に、限度額管理対象の請求が何かどうか 

B 事業所の請求明細書の審査 

①給付管理票に記載された事業所であるかどうかのチェック 

②請求金額（単位数）が給付管理票で割り当てられた B 事業所の訪問介護サービスの 100 単位

（50+70）を超えているために 20 単位の査定減算 

③A 事業所に割り当てられたサービス以外に、限度額管理対象の請求が何かどうか 

C 事業所の請求明細書の審査 

給付管理票に記載されていない事業所からの介護給付費の請求はたとえ明細書が提出されたとし

ても全て返戻となる 



4 保留について 

保留とは・・・・？ 

介護提供サービス事業所（例 訪問介護事業所）から提出された介護給付明細書とケアプランセンターから提出さ

れた給付管理票を突合させた結果、介護給付明細書は提出されているが給付管理票が未提出の場合、国保連内で介

護給付明細書 1 か月間保留状態になること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保留と処理の関係フローチャート 

処理月 ケアプランセンター サービス事業所 国保連 

4 月 給付管理票未提出 介護給付明細書提出  

  審査 

  

5 月 審査結果⇒なし 審査結果⇒保留  

6 月 修正給付管理票を提出 処理なし 

介護給付明細書 給付管理票 

突合 

介護給付・・・・未提出済み 

給付管理票・・・・未提出 

介護給付明細書 
国保連内で保留状態 

（但し 1 か月間のみ） 

給付管理票 
審査結果なし 

（審査対象がない為） 

給付管理票  ⇒再審査 

介護給付明細書⇒審査 OK 



7 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険請求・月遅れ請求について 

月遅れとは、文字通り当該月以外の請求をする事を言う。わかりやすく言うと、今月が 11月だとすると、通常は

10月分の実績を提出するのが、それ以前の 9月、8月の請求をだす事を月遅れと言う。 

これは単に当該月から遅れた物を全て「月遅れ」と言う。 

 

・事例 1） 

10月 15日に変更申請をすると、結果がでるのが 11月 10日あたり、そうなると、介護度が確定していないので

11月に 10月分の請求ができない。そうなると、その 10月分を介護度確定後の 12月に請求をする事になる。こ

れを「月遅れ」と言う。（なので、12月は 10月と 11月の 2ヶ月請求することになる。） 

 

こういった場合、利用者を担当しているケアプランセンター（地域包括支援センター）はサービス事業所に連絡

をして、変更申請中のため 10月は 12月に月遅れ請求をして欲しいと連絡をしておく必要がる。 

（これをしないと各事業所に返戻が届く、また、変更申請をしていることをうっかりとわすれて、居宅介護支援事

業所も請求をしてしまい、自分の事業所へも返戻が届く。） 

 

・事例 2） 

更新の申請結果が間に合わない場合（通常は 2ヶ月前にお知らせが届き、１ヶ月前までに更新手続きをすれば

間に合わないことはないが、市町村によっては主治医意見書を一緒に提出などと言われると、意見書待ちで更

新の手続き自体が遅くなり、間に合わなくなる。また、市町村によって更新者が多すぎて審査会が間に合わず、

1ヶ月以内に結果が出せない事もありえる。） 

これは、変更申請と同じで、結果がでないので月遅れ請求になる。（当然、その旨を各事業所へ連絡を忘れ

ずに） 

 

・事例 3） 新規のケースでサービスを先行した場合。 

これも、申請中にサービスを利用するので結果が出るまでは請求が出来ない。通常、結果が出るまでには１ヶ

月程度かかるので、月の頭に申請をした場合でないかぎりは間に合わないので月遅れ請求とる。 

 

修正給付管理票 

ケアプランセンター⇒ 

サービス事業所  ⇒ 
支給額支払決定 

サービス事業所  ⇒ 
返戻 

ケアプランセンター⇒ 

サービス事業所  ⇒ 

通常の返戻処

理を行う 

返戻に対する処理方法 

提出 

未提出 



・事例 4） 返戻で戻ってきた場合。 

この場合も結局は次月に再請求をするので月遅れ請求と言う。この場合はサービス事業所へ返戻で戻ってきて

いることをしっかりと知らせ、かならずお詫びをすることが大切。次月に月遅れ請求をする事を伝える。この

時にサービス事業所にはどのような形で通知が来ているかを確認。サービス事業所が保留となっている場合

はサービス事業所側は月遅れ請求の必要はない。（居宅介護支援事業所が請求すれば自動的に入金される）

もし、サービス事業所も返戻となっている場合は、サービス事業所側にも月遅れ請求をお願いするように。 

 

ぎりぎり月末に更新や変更、新規申請などで結果が出ても、市町村から国保連合会へ結果が送られコンピューター

に結果が入力されるまでのタイムラグがあるので、月の終わり 29日～次月の 10日までの結果の場合は月遅れ請求

にした方が無難。（国保連合会のコンピューターに入力がされておらず、返戻で戻ってくる確率が高い） 

 

審査内容の通知について 

請求額の審査を受けた後、各事業所に送付される帳簿は以下の通り 

介護給付費等支払決定額内訳書 

国保連内で審査した結果、当月請求分の審査決定額を知らせる通知 

 

 

 

介護給付費再審査決定通知書【介護給付費明細書】 

事業所から過誤申請を受け、国保連内で審査した結果、国保連が調整決定した単位数と請求額を知らせる通知 

 

 

 

介護保険審査決定増減表【給付管理票】 

給付管理票の誤りを国保連で修正した事を知らせる通知 国保連内で当月請求分の実績単位数、請求額を調整した

ことを知らせる通知 

 

 

介護保険審査増減単位数通知書【介護給付費明細書】 

給付管理票と突合した結果、給付管理票に記載された単位数と一致させる為介護給付明細書に記載の単位数をマイ

ナス調整したことを知らせる通知 

 

介護保険審査増減単位数通知書【給付明細書／給付管理票】 

当月請求分で返戻が何件なるか及びその単位数、保留が何件あるか及びその単位数、給付管理票が提出されたこと

による保留が解消された件数及び単位数を知らせる通知 

 

 

 

 

請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表【給付明細書／給付管理票】 

国保連保有の台帳（受給者台帳、事業所台帳）と突合した結果、介護給付明細書に誤りがある事を知らせる通知 

 

報酬額の確認 

過誤完了⇒再請求が出来る事を知らせる通知 

介護給付明細書の過誤申請が出来る事を知らせる通知 

介護給付明細書／給付管理票の誤りを知らせる通知 

修正箇所のヒントが記載されている 

国保連内で査定を行った事を知らせる通知 再請求の必要なし 


